
 

 

 

令和 5年度 徳島大学病院における看護職員の負担軽減及び処遇の改善に資する計画                   

項目 現状 目標 具体的な計画 

夜間看護補助者

(看護アシスタン

ト)の雇用・活用

推進 

2021 年 9 月より看護アシスタント、同年 11 月から派遣会社

からの派遣社員を雇用し、夜間業務の負担軽減を目指してい

る。また、2022 年 4 月より看護チームケア力向上プロジェクト

会議を月 1～2 回行い、看護職と看護補助者がチームとして協

働し、安全で質の高い看護ケアを提供することを目指してい

る。派遣会社とは月 1 回ミーティングを開催し連携に努めてい

る。 

2023 年 3 月現在、看護助手は 32 名、病棟クラークは 15 名と

派遣労働者 1 名、看護アシスタント（医療系学生は 23 名、派遣

社員は 13 名）である。一般も含め 40～50 名の募集を継続する。 

医師の働き方改革により、看護師の役割拡大は重要な位置づ

けとなる中、看護職がより高い専門性を発揮して業務に専念

し、看護チームとして協働し、看護の質の向上を目指している。 

 

・看護補助者（看護助手・病棟

クラーク・アシスタント：学生・

派遣社員）との看護業務のタス

ク・シフト/シェアを行う。 

・看護師の長日勤の超過勤務時

間の削減に繋がる。 

・夜間の患者の転倒などのイン

シデント件数の減少に繋がる。 

 

雇用（看護アシスタント：学生・派遣社員） 

① 募集案内のチラシの掲示を継続と、看護部ホームページ等の掲載

を継続する。 

② 雇用者面接・採用前オリエンテーションを実施する。 

③ 派遣会社との定期的なミーティングを開催する。 

 

活用推進（看護助手･病棟クラーク･看護アシスタント:学生･派遣社

員） 

① 看護職の間での業務分担を再検討する（看護助手、病棟クラーク

とタスク・シフト/シェアを検討する） 

② 看護補助者間（病棟クラークと看護助手）のタスク・シフト/シェ

ア、PNS マインド醸成を目的とした研修を企画・実施する。 

③ 看護補助者マニュアル 4 種類（①共通、②看護助手、③病棟クラー

ク、④看護アシスタント）の周知、活用、修正をする。 

看護師と看護補助者との業務内容及び業務範囲について、年 1 回以上

見直しを行う。 

看護補助者（看

護助手・病棟ク

ラーク）の雇用

促進 

・看護補助者(病棟クラーク)は、2023 年 3 月現在、看護助手は

32 名、病棟クラークは 15 名と派遣社員 1 名である。各病棟内

での補助者間の支援、休暇時の人員補充まで至っていないた

め、雇用促進を継続している。 

雇用が促進され定員人数を満

たし、病棟内・外での応援体制

が確立する。 

①徳島大学病院看護部ホームページ等を活用し広報を行う。 

 



 

 

 

 

業務量の調整 

 
・看護職員の勤務時間や超過勤務時間及び有給休暇の取得状

況、短時間勤務者の状況については、毎月把握している。 

・超過勤務時間は、2022 年度 2 月までの平均 8.3 時間であっ

た。 

・ベッドコントロールや部署間の応援調整については、平日の

朝、病棟の管理者がミーティング（WEB）に参加、時間外・休日

は宿日直師長が行っている。 

・勤務状況の実態調査票を使用

し、勤務始業時刻、就業時刻、

超過勤務時間などの勤務時間

を把握し、各部署の勤務環境の

改善に取り組む。 

・PNS マインドの醸成や PNS体

制の確立を目指す。 

 

①年休取得状況や夜勤人数・回数、勤務間隔、代休などを確認する。 

②超過勤務時間の現状を把握する。 

③スタッフや看護管理者が、タイムマネジメントを行い適正な勤務時間

となるよう努める。 

④各病棟の業務量を一括で把握し、業務量に応じ一時的な所属病棟以

外の病棟への応援を行える体制を確立する。 

多様な勤務形態

の導入 
・夜勤の勤務形態は変則 2 交代（16 時間・12 時間）、3 交代が

あり、各個人の希望や生活スタイルに合わせ選択できる。また、

夜勤の補完として早出、遅出勤務を 8 種類設定している。 

・ヘルシーワークプレイスの浸透によりいきいきと働きやすい

職場環境づくりを推進している。 

・日本看護協会の｢看護職の夜

勤･交代制勤務に関するガイド

ライン｣ を適宜順守し、夜勤･

交代制勤務の負担を軽減する。 

・職員のワークエンゲージメン

トの向上につとめる。 

ヘルシーワークプレイスの推進 

①｢看護職の夜勤･交代制勤務に関するガイドライン｣の周知 

・勤務と勤務の間隔は 11 時間以上あける 

・夜勤回数・夜勤の連続回数・連続勤務日数などの勤務編成の基準の導

入 

・夜勤後の暦日の休日の確保  

②職務満足度調査の実施 

 

夜勤負担の軽減 ・平成 31 年度 4 月より就業規則等関連諸規則を整備し、夜勤

専従看護師制度を導入し、常勤看護師の夜勤の負担軽減を図っ

ている。夜勤専従看護師は、月平均 3−4 名である。 

 

夜勤専従看護師の増加に努め

ることにより、夜勤者数の夜勤

回数を減少し、離職率の低下に

つなげる。 

①夜勤専従看護師として勤務できる看護師を募集する。 

②夜勤専従者の就業期間は、1 ｹ月を単位とし、連続で２ｹ月までとし健

康面のチェックを実施する。 

③各部署の夜勤状況を毎月把握し、適切な労務管理を実施する。 

 


